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■本市の不登校の現状

不登校児童生徒数が増加傾向
速報値：R2年度は220人（在籍児童生徒の1.6％）

※文部科学省調査 全国の割合：R元年度1.8％
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■本市における不登校の要因（学校回答）

①「無気力・不安(45％)」
②「生活リズムの乱れ・あそび・非行(20%)」
③「いじめを除く友人関係を巡る問題(8%)」
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■本市の不登校対策

１ 学校の対応
・家庭訪問等の定期確認
・教育相談
・関係機関との連携 など

２ 市の支援
・教育相談員７名配置
（適応指導教室５名、学校教育課２名〔生徒指導〕〔特別支援〕）

・スクールソーシャルワーカー１名配置
・適応指導教室（スプリング教室）設置

３ 県の支援
・スクールカウンセラーを14校に配置
・スクールソーシャルワーカー２名配置

令和２年度最大８名通級延べ１４名

教員ができる限り不登校の児童生徒の家庭に
足を運んだり、電話連絡するなどして、対応して
いる。

不登校の児童生徒と話をして、本人の不安解消
に努めている。

市の関係機関、児童相談所、スクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカーと情報共有・
対応について協議している。

適応指導教室
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■対策の問題点・課題等

・学校復帰できた児童生徒が、約２割（R2年度42
名）いる一方で、状況が改善しない児童生徒も見ら
れる。
※新規の不登校児童生徒数の増加も要因である。

・学校に復帰したいが、長期の欠席により、学級の
雰囲気がわからず、学習面の遅れ等の不安を抱える
児童生徒もいる。

4



SMILE CITY MIYAKONOJO 幸せ上々、みやこのじょう

■本市の新たな不登校対策

市の支援としての提案（概要）

○適応指導教室の一環として

①市の公共施設を利用

○適応指導教室での１人１台端末の活用

②学校と適応指導教室を結ぶオンライン授業
③ドリルソフトの活用
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デジタル技術

デジタル技術

既存の施設を利用
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■本市の新たな不登校対策

①市の公共施設の利用

児童生徒のニーズに応じた利用が可能になり、利用増につながる。
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【利用を促す取組】
・私服での参加可 ・出席扱いとする など

【都城市立図書館】
安心

落ち着いた
雰囲気
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■本市の新たな不登校対策

②学校と適応指導教室を結ぶオンライン授業

【適応指導教室】 【在籍学級】

自分の学級の学習の様子や学級の雰囲気もわかる！
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■本市の新たな不登校対策

③ドリルソフトの活用
自分の学習状況に応じて、自分で学習を進めていくことが可能
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【数学】 【英語】

【国語】
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■本市の新たな不登校対策

市の支援
○適応指導教室の一環として

→ニーズに応じた支援

○適応指導教室における１人１台端末の活用

→不安解消・学習支援

都城市立図書館

ドリルソフト
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オンライン授業
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